様式第５号
企画提案書

令和　　年　　月　　日
（宛先）大東市長

	所在地
	

	商号又は名称
	

	代表者役職氏名
	㊞








　大東市基幹相談支援センター事業業務委託について、公募型プロポーザル募集要項に基づき、企画提案書を提出します。
　なお、本書及び企画資料の記載事項は事実と相違ないことを誓約します。
また、本企画提案を受けて、契約締結に係る仕様書に変更があることを承知します。

記

　業務名　　大東市基幹相談支援センター事業業務委託
　実施主体　　大東市
　業務期間　　令和９年４月１日から令和１２年３月３１日まで










【連絡先】
担当者所属・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                 電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 ＦＡＸ番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 Ｅ-mail　　　　　　　　　                          


	１　実施体制

	Ａ　管理体制・業務実施に当たっての基本的な考え方
　※次の項目について、提案してください。なお、提案に当たっては、図、表等を用いることも可とします。
①貴事業所における人材確保のための考え方や方策、職員に対する支援体制について　②基幹相談支援センターの意義と役割について（法人として目指す姿）③虐待防止や、強度行動障害、医療的ケア児支援など専門スキルの向上を図るための具体的な方策と実施状況

※２ページ以内でフォントサイズ１２ｐｔにて記載してください。なお、図、表を用いる場合は、図、表で用いるフォントサイズは指定しません。また、行間の変更は認めません。





























































































	



	Ｂ　従事者の配置計画・従事者の数、従事者の資格
　※配置を予定する従事者を記載ください。なお、提案内容に基づき、従事者を配置していただきます。
　　勤務時間の長い従事者より、①より順に記載ください。勤務時間の長い上位３名を評価対象とします。
	配置予定者（基幹相談支援センター業務）

	雇用形態
※常勤（フルタイム）又は
非常勤（パートタイム）、
他業務との兼務の有無について、どちらかに○をしてください。
	勤務時間
※１週間当たりの勤務時間を記載ください。
常勤の者の勤務時間の目安は、１日当たり7時間45分（午前9時～午後5時30分（休憩45分））×5日＝38時間45分になります。


	資格
※次の資格で令和８年９月１日時点において取得しているものを全て記載ください。
・主任相談支援員
・相談支援専門員
・社会福祉士
・精神保健福祉士
取得予定の資格は記載しないでください。

	
	常勤又は非常勤
	本業務（基幹相談支援センター）以外の他業務との兼務の有無
	
	

	①
	常勤
	無
	３８時間４５分
	

	②
	常勤・非常勤
	有・無
	
	

	③
	常勤・非常勤
	有・無
	
	

	④
	常勤・非常勤
	有・無　　
	
	

	⑤
	常勤・非常勤　　
	有・無　　
	
	

	⑥
	常勤・非常勤　　
	有・無　　
	
	

	⑦
	常勤・非常勤　
	有・無　　
	
	

	⑧
	常勤・非常勤　
	有・無　　
	
	





	




	２　業務の運営方針

	①～⑪の項目について具体的に記載・提案すること。
※フォントサイズ１２ｐｔにて記載してください。行間及びレイアウトの変更は認めません。
[bookmark: _GoBack]　①～⑪の項目については、仕様書の業務実施に当たり、貴社の長所を生かした具体的な取り組みについて記載すること。
　また、①～⑥及び⑨の項目については１５行以内、⑦⑩⑪は３０行以内、⑧は４０行以内で記載すること。



	①総合相談機能
身体障害、知的障害及び精神障害、難病等に対応した総合相談窓口（総合相談機能）について、もっとも大切なことは何か記載してください。

	















	②専門相談機能
指定特定相談支援事業者及び指定障害児相談支援事業者への専門的な指導・助言、困難と感じる事例への後方支援（専門相談機能）について、どのように取り組んでいくのか具体的に記載してください。

	















	

	③相談支援体制強化機能
人材育成支援（相談支援機能強化機能）について、どのように取り組んでいくのか数値目標等を含め具体的に記載してください。

	
















	④地域移行・地域定着支援機能
障害者支援施設及び精神科病院等への地域移行に向けた普及啓発及び地域生活を支えるための体制整備に係るコーディネート・関係会議の参加（地域移行・地域定着支援機能）について、どのように取り組んでいくのか具体的に記載してください。

	
















[bookmark: _Hlk176170253]









	⑤権利擁護機能
成年後見制度利用を要する障害者等への支援（権利擁護機能）について、どのように取り組んでいくのか具体的に記載してください。

	

















	⑥虐待防止機能
障害者虐待に関する通報受理及び相談支援、虐待防止に関する広報・啓発に係る事業（虐待防止機能）について、どのように取り組んでいくか具体的に記載してください。

	


















2

	[bookmark: _Hlk176171314]⑦総合支援協議会事務局機能
大東市障害者総合支援協議会の運営し、地域の関係機関のネットワーク向上等を図る事業（総合支援協議会事務局機能）について、現在の課題と今後どのように取り組んでいくか具体的に記載してください。

	
































	⑧地域生活支援拠点等コーディネート
　地域生活支援拠点の推進について、地域における課題、基幹相談支援センターとしてどう取り組んでいくか記載してください。

	












































	⑨障害者差別解消法に係る相談支援
　障害者差別解消法に係る障害者からの相談について、どのような対応を考えているかなどを具体的に記載してください。

	















	⑩医療的ケア児（者）支援
　医療的ケア児（者）の支援について、関係機関との連携など、どのように取り組んでいくかなどを具体的に記載してください。

	






























	⑪地域生活支援拠点に係る事業を実施するにあたり、大東市御供田２丁目１番２９号の施設の活用を希望する場合は、施設活用に係る事業提案を記載してください。
※上記施設の活用を希望しない場合は、記載不要です。

	















































	４　特定テーマ

	　下記の課題の中から一つを選び、その課題を選んだ理由及びその課題について貴法人の取り組みを具体的に提案すること。
※２ページ以内でフォントサイズ１２ｐｔにて記載してください。行間の変更は認めません。
下記の課題の中からいずれか一つに〇をつけてください
　①　地域における課題の整理や専門的人材の育成、地域資源の開発
　②　地域における相談支援体制の充実・のぞまないセルフプランの解消
[bookmark: OLE_LINK1]　③　強度行動障害や高次脳機能障害を有する障害者等に対する支援体制の充実

課題【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】































































































※ページ数の変更は認めませんので、本様式により提案することし、ページ数を増やした場合は、失格となります。　
